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概概概概要要要要　我々は，Ja-Net(Jack-in-the-Net)と呼ぶ，環境

に適応，進化できるネットワークサービスの研究を行な

っている．Ja-Net では，環境中に存在する CCCCyyyybbbbeeeerrrr

EEEEnnnnttttiiiittttyyyy ((((CCCCEEEE))))と呼ぶ自律性と移動性を持つエージェント

が，相互に通信しあうことで処理を実行する．単一のサ

ービスプロバイダが生成した CE は，機能やサービス内

容が限られているため，CE 単体では個別化するエンド

ユーザのサービス要求を満たせない場合が多い．そこで，

複数の CE を用いて，エンドユーザのサービス選択の幅

を広げることが必要になる．

　Ja-Net では，CE の種別や数が時々刻々と変化するシ

ステムを前提としている．このため，エンドユーザが利

用できるサービスは，エンドユーザの位置や時間によっ

て異なる．

　本稿では，CE のサービス内容を表すキーワードで構

成されるサービス属性を用いて，複数の CE を自動的に

組み合わせてサービスを生成する方式について提案し，

個別化するエンドユーザのサービス要求への適応性の観

点から高アシュアランスが実現できることを述べる．

キキキキーーーーワワワワーーーードドドド　Cyber Entity，エージェント，サービス

合成, サービス属性，適応性，Ja-Net

1111....　　　　ははははじじじじめめめめにににに

　現在，インタ-ネットを利用してさまざまなサービスが

提供されている．中でも，端末の小型化，高機能化によ

り，多くの人が手軽にネットワークサービスを利用でき

るようになってきた．Web サービスのようなネットワー

ク上で展開されるサービスは，コンテンツやサービス種

別が膨大かつ多様化し，追加や変更が頻繁に行なわれる．

このような状況で，エンドユーザが快適にサービスを利

用するためには，ネットワーク上でサービスを提供する

異なるサービスプロバイダ間の柔軟な連携が重要になっ

てくる．これを実現するために，リアルタイム性やフォ

ールトトレランス性といったような異種性，および状況

が変化しても追従できる適応性の 2 つを併せもつ高アシ

ュアランス性[1]の実現技術が不可欠になる．

　Web をベースにした e-business 展開のアーキテクチ

ャとして，サービス指向アーキテクチャ(Service-

oriented Architecture：SOA)がある．SOA のコンポー

ネントとしては，サービスプロバイダ (SP)，サービスブ

ローカ(SB)，サービスリクエスタ(SR)がある．SP は，サ

ービスの内容を公開し，利用者を求める．SB は，SP を

分野別に分類し，検索サービスを提供する．SR は，SB

を利用してSPが提供するサービスを検索し，利用する．

　一方我々は，将来のネットワークが人間やコンピュー

タ，家電や自動車など多種多様なデバイスや装置をノー

ドとしてつなぐユニヴァーサル・ネットワーク(Universal

Network)へと変化・発展していくと考えている．この

ようなユニヴァーサル・ネットワークでは，SP の数が膨

大で多種多様となる上，サービス提供時間が SP 毎に異

なる．このため，SR がサービスを利用する際，SR の位

置やタイミングによって利用可能なサービスが異なる．

このような状況下において， SOA の SB のようなサー

ビス内容やインタフェース条件を固定的なサーバで集中

管理することは困難になるものと思われる．そこで我々

は，SR の近辺のローカルエリアに存在するサービスコン

ポーネントを用いて，個人あるいは大衆の SR の要求に

適応できる有効なサービスを創発，進化，自然淘汰する

ために，生物界をモデルとしたアーキテクチャ Ja-Net

を提案し[2][3][4][5][6]，現在検討を進めている．

　本稿では，Ja-Net における高アシュアランス実現方式

として，個別化するエンドユーザのサービス要求に対し

て適応性を持たせる方式について述べる．

2222....　　　　シシシシスススステテテテムムムム構構構構成成成成ととととアアアアシシシシュュュュアアアアラララランンンンスススス性性性性実実実実現現現現ののののたたたためめめめのののの
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　図 1 に，システム構成を示す．Ja-Net は，複数のコン

ピュータノード(以下ノノノノーーーードドドドと略す)から成る．SP や SR

は， CE(SP)や CE(SR)を生成し，Ja-Net プラットフォ

ーム上に配置する．

　CE(SR)の主な機能は，SR とのインタフェースを提供

することである．CE(SR)は，SR に成り代わって，SR

の要求の Ja-Net 上に送信したり，そのリクエストに対

して応答してきた CE(SP)のサービスを SR の嗜好でフィ

ルタリングして，SRに渡す．

　一方，CE(SP) の主な機能は，CE(SR)のサービスリク

エストに対し，自身が提供するサービスを CE(SR)を介

して提案したり，必要に応じて他の CE(SP)と共同でサ

ービスを実行する．

　CE(SP)は， Ja-Netプラットフォーム上で，複製生成，

消滅などを行なう．このポリシは，エネルギーによって

規定する．ノードの移動や複製の生成のために必要なエ

ネルギー量は，Ja-Net プラットフォームが規定する．

CE(SP)が SR に提供したサービスの評価もエネルギーに

換算する．評価の程度に応じて，CE(SP)が獲得できるエ

ネルギー量を決める．エネルギーの獲得量の少ない

CE(SP)は，Ja-Net プラットフォームによって消滅させ

られる．獲得量の多いCE(SP)は，エネルギーを使って，

複製生成，ノード移動，メッセージ送信範囲の拡大など，

Ja-Net プラットフォーム上での活動能力を高めることが

可能なる．

　CE(SP)が Ja-Net プラットフォーム上で，サービスパ

ートナ検索メッセージを送信する場合にも，エネルギー

が必要となる．メッセージの送信範囲は，CE(SP)が保持

するエネルギー量によって制限される．

図1　システム構成
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　Ja-Net では，1 章で示した SOA の SB が存在せず，

SP-SR 間，SP-SP 間のコミュニケーションによって，

サービスの創発，発見，利用を実現する．実際のコミュ

ニケーションは，自律的な行動基盤を持つCEが行なう．

　Ja-Net では， CE の数や種類，サービスの寿命を一

括管理することはしない．

　このような状況下での SR のサービス利用手順を以下

に示す．

(1)SR(個人や大衆)の位置，嗜好，リクエスト内容を把握

する．

(2)SR(個人や大衆)の位置，嗜好，リクエスト内容にあっ

たサービスを提供するSPを検索する．

(3)該当するSPが，SRが利用できる端末機器を介して，

サービスを提供する．

　この一連の動作を高アシュアランスに実現するために

は， SR が要求するサービスリクエストと SP が提供す

るサービスとの迅速な連携が必要となる．このためには，

SR の位置情報，サービスリクエスト内容に対し，そのサ

ービスが提供できる SP をリアルタイムにすなわち，物

理的な距離の移動時間にあった範囲内で高速に検索しな

ければならない．

　方式として以下が考えられる．

方式1：短時間で条件にあうサービスを検索する

方式2：SRがよく利用するサービスを提供するSPのコ

　　　　ンテンツ情報を， SRに物理的に近い位置に配

　　　　置する．

方式3：ローカルエリア毎に提供できるサービスを決め，

　　　　エリア単位で提供できるサービスを把握する．

方式４：ローカルエリアにあるサービスコンポーネント

　　　　を組み合わせて要求するサービスを生成する．

　方式 1 に関しては，Google[12]などの検索エンジンを

実現する分野で研究行なわれている．

　方式 2 に関しては， SR のサービス利用履歴を元に，

有効なサービスの組み合わせを発見し，SP がよく利用さ

れるサービス同士をネットワークの距離の近いノードに，

オフラインで違いにネゴシエーションした上で，配置替

えし，検索の利便性を向上させる研究も行なわれている

[7]．

　方式 3 に関しては，SR(人間)の位置移動時間をあらか

じめ計算し，SR がサービスが利用提供できるエリアを決

め，エリア毎に SR にサービスを提案する研究がある

[8][9]．

　上記 3 つの方式は，主に，すでに存在しているサービ

スを目的に併せていかに効率よく検索できるかに関わる

研究である．

　しかし，Ja-Net のように検索エリアが限られている場

合，個別化するサービス要求に十分応えられない場合が
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CE(SR)：サービスリクエスタのCyber Entuty



発生する．このため，方式４は重要な検討課題である．

つまり，ローカルエリアでの偶然性に頼るのではなく，

あらかじめ有効と思われるサービスの組み合わせを作っ

ておいて，提供できるサービスの幅を広げておくことが

必要である．

　複数の SP がグループとしてサービスを提供すれば，

単体では提供できないサービスを提供することができる．

例えば，レンタカ予約をする SP の CE を CE(レンタカ

予約)と記述する．同様に，ホテル予約，飛行機予約を行

なう SP の CE を CE(ホテル予約)，CE(飛行機予約)と記

述する．この 3 種類の異なる CE がグループでサービス

を提供する場合，旅行出張予約に使えるサービスができ

る．

　また，構成メンバの SP を変えると，異なるサービス

が生成できる．旅行出張予約サービスの構成要素である

CE(ホテル予約)は，ケーキを販売する SP の CE(SP)であ

る CE(ケーキ販売)とグループでサービスを提供すること

で，ケーキバイキングという全く異なるサービスが生成

できる．

　複数の CE(SP)でサービスを生成することをササササーーーービビビビスススス

のののの合合合合成成成成と呼び，合成した結果できるサービスを合合合合成成成成ササササ

ーーーービビビビススススと呼ぶ．

　本稿では，方式４を実現方法提案し，適応性の観点か

ら高アシュアランス性が実現できることを示す．

3333....　　　　ササササーーーービビビビスススス合合合合成成成成方方方方法法法法のののの種種種種類類類類

((((1111)))) 並並並並列列列列型型型型合合合合成成成成ササササーーーービビビビスススス

　個々の CE(SP)は，他の CE(SP)の実行結果を利用する

ことなく，並列にサービスを実行する．実行結果は，あ

らかじめ定めた代表 CE(SP)に返送する．メンバ CE(SP)

の全ての処理結果が揃ったら，代表 CE(SP)は合成サー

ビスとして CE(SR)を介して SR に提供する．このような

タイプの合成サービスを並並並並列列列列型型型型合合合合成成成成ササササーーーービビビビススススと呼ぶ．

例えば，旅行出張予約サービスでは，CE(ホテル予約)，

CE(レンタカ予約)，CE(飛行機予約)が各々並列に処理を

実行できる．全ての CE の予約の処理が完了したら，旅

行出張予約サービスとしてSRに提供できる．

　並列型合成サービスは，インタフェースよりも，個々

の CE(SP)が提供するサービスの利用目的やシーン，タ

イミングといった利用形態が一致し，共に利用されこと

が重要である．サービス合成の過程では，利用形態が一

致しているCE(SP)を発見することが重要になる．

　並列型合成サービスを構成メンバとなりうる CE(SP)

サービスは，単にコンテンツや商品の売買するという特

徴がある．つまり，SR からコンテンツや取り扱う商品に

対する購入のリクエストを受けると，必要に応じて

CE(SP)生成元の SP に在庫を確認し，在庫があれば

CE(SP)から CE(SR)を介して SR に予約 OK のメッセー

ジを送信する．例えば，音楽コンテンツを SR に配信す

る SP が生成した CE(音楽配信)や CE(ホテル予約)などが

それにあたる．このようなタイプの CE(SP)を，ココココンンンンテテテテ

ンンンンツツツツ情情情情報報報報提提提提供供供供タタタタイイイイププププと呼ぶ．

((((2222))))直直直直列列列列型型型型合合合合成成成成ササササーーーービビビビスススス

　サービス生成の際に，順序性があるサービスを直直直直列列列列型型型型

合合合合成成成成ササササーーーービビビビススススと呼ぶ．直列型合成サービスは，サービス

の組み合わせの順序性を規定するための input／output

にあたるキーワードの一致条件を繰り返すことで生成す

る．本キーワードは，CE オブジェクトを実行するため

の引数ではなく，あくまでも概念的なサービスの組み合

わせの順序性を規定しているものである．

　直列合成サービスを構成するメンバには，かならず，

入力されたコンテンツに加工処理を行なう CE(SP)が含

まれる．SR は，コンテンツ情報提供タイプの CE(SP)が

提供するコンテンツと加工イメージ情報を，加工処理を

行なう CE(SP)に入力すると，必要に応じて CE(SP)生成

元の SP に加工処理可能かどうかを確認し，可能であれ

ば SR に加工後のイメージとサービスの予約 OK のメッ

セージを返送する．加工処理を施す CE(SP)の例として

は，バイキングなどの食事のアレンジを行なう CE(食事

アレンジ)や，音楽のテンポを変更する SP が生成した

CE(音楽加工)などがある．このようなタイプの CE(SP)

を，加加加加工工工工情情情情報報報報提提提提供供供供タタタタイイイイププププと呼ぶ．

((((2222)))) 混混混混合合合合ササササーーーービビビビスススス

　直列型合成サービスの入力が並列型合成サービスの実

行結果となっているような，並列型と直列型の合成サー

ビスが混合している合成サービスを混合サービスと呼ぶ． 　

　混合サービスは，並列型と直列型の組み合わせによっ

て生成できるため，本稿では記述を省略する．

4444.... ササササーーーービビビビスススス合合合合成成成成ののののたたたためめめめのののの手手手手順順順順

　1 章で示した方式４を実現するための手順は次のよう

になる．

(1)サービスの組み合わせパターンの抽出

(2)CE(SP)間の binding条件の確認

　現在は，(1)の処理を人間(SR)が行ない，(2)をシステム



で自動化する研究は行なわれている [10][11]．しかし，

(1)をシステムで完全に自動化するような研究，つまり，

STONE のサービスグラフ[10]や UDDI の Service

execution transaction[11]を自動生成するような研究は

あまり行なわれていない．

　本稿では， (1)を自動化するための方式について提案

する．

5555.... ササササーーーービビビビススススのののの組組組組みみみみ合合合合わわわわせせせせパパパパタタタターーーーンンンンのののの抽抽抽抽出出出出

5555....1111　　　　ササササーーーービビビビスススス属属属属性性性性のののの分分分分類類類類

　本稿では，e-business 分野において，異なるサービス

を提供する SP 間を動的に結合することを目的としてい

る．

　3 章で示した形態の合成サービスは，サービスの利用

形態とサービスの組み合わせの順序性に生成の特徴があ

った．そこで，サービス属性を分類するフレームワーク

として5W1Hを利用することとする．

　各ブロックには，CE(SP)の生成者がサービスの特徴を

キーワードとして記述し，格納する．キーワードを記述

する際，Ja-Net で定めた用語の定義などを示すガイドラ

インにしたがう．これによって，同義語のオントロジー

の差異による不一致を防ぐ．もし，特定のブロックに対

し，該当するキーワードがない場合，空欄でもよい．

　表 1 に，5W1H の各ブロックとその中に格納するサー

ビス属性を説明する．

　What に記述するサービス名は，人間がサービスを利

用する際，そのサービス内容を理解するために利用する

名前である．これは，人間(SR)に，Ja-Net のローカルエ

リアで提供できるサービスを提案する際に用いる．詳細

は5.5節で示す．

　Who の識別子は，CE(SP)間のメセージ送信時に利用

する．

　サービスの組み合わせの順序性は，How ブロックに

記述する．つまり，どのようなタイプのコンテンツや商

品情報を input すれば output としてどのようなコンテ

ンツや商品を造り出すことができるかといったようなサ

ービス属性レベルでの input/output のキーワードを記

す．加工情報提供タイプの CE(SP)の場合，本ブロック

にキーワードが入る．つまり，コンテンツ情報提供タイ

プのCE(SP)には，本ブロックにキーワードがない．

　本稿では，利用形態を利用目的，利用シーン，利用場

所に分類し，それぞれ，Why，When， Where ブロッ

クとする．

　Details ブロックは，5W1H のフレームワークとして

説明できないサービスの詳細情報を示す．コンテンツ情

報提供タイプの CE(SP)ならば，提供するコンテンツの

中身や商品情報や種類，商品の構成部品や素材情報等の

キーワードを列挙する．

　合成サービス生成後は，合成サービスとしてのサービ

ス属性を持つ．合成サービスのサービス属性は，構成メ

ンバのCE(SP)全てが保持するとする．

表1　サービス属性の分類

ブロック名 説明

What 人間(SR)がサービスの内容を理解できるよ

うなサービス名

Who 識別子

How サービスの組み合わせの順序性

Why 利用形態 (サービスの利用目的)

When 利用形態 (サービスの利用タイミング)

Where 利用形態 (サービスの利用場所)

Details サービスの特徴をあらわす詳細情報

5555....2222　　　　CCCCEEEE((((SSSSPPPP))))間間間間のののの処処処処理理理理シシシシーーーーケケケケンンンンスススス

5555....2222....1111 並並並並列列列列型型型型合合合合成成成成ササササーーーービビビビスススス

　並列型合成サービスを生成する場合，3 章(1)で示した

ように，コンテンツ情報提供タイプの CE(SP)間で，利

用形態を表す Why，When， Where のブロックのキー

ワードが一致するか否かで生成可能性を判断する．本タ

イプの CE(SP)は，How ブロックには input/output の

キーワードがない．

　よって，サービスの合成条件としては，異なる 2 つの

CE(SP)または合成サービス間において，(How ブロック

の input／output のキーワードがない)，または(利用形

態のいずれかのブロックのキーワードが 1 つ以上一致)す

る場合，サービス合成可能であるとする．

　例として，CE(a)が，サービスパートナ検索メッセー

ジをローカルエリア内に送信する場合の，サービス合成

方法の概要を以下に示す．処理フローは，図2に示す．

(1) CE(a)は，CE 生成者があらかじめ定めた契機に，サ

ービスパートナ CE(SP)検索メッセージを送信する．但

し，CE(a)は，図 3 に示すサービス属性を持つとする．

検索メッセージ送信範囲は，エネルギー量によって規定

される．送信するメッセージには，ブロックに対応する

キーワードを格納する．ここでは，Why, When ブロッ

クのキーワードを送信する．



(2)メッセージを受取ったCE(c)やCE(o)等のCE(SP)は，

CE(a)のメッセージ内に記された Why, When ブロック

のキーワードと自身のキーワードを比較する．但し，

CE(o)は，図3に示すサービス属性を持つとする．

(3)CE(o)は，When ブロックのキーワード p が一致して

いることを検出する．

(4)CE(o)は，CE(a)に対し，自身のサービス属性とWhen

ブロックの p が一致していることをメッセージで通知す

る．

(5)CE(a)は，サービスレベルで合成可能と判断し，CE(SP)

間のbinding可能性を確認する．

(6)確認の結果，binding 可能ならば，サービス合成可能

と判断し，CE(a)は CE(o)のサービス属性を用いて合成

サービスのサービス属性を生成する．図 3 に合成サービ

ス(Group)のサービス属性を示す．

　What ブロックのサービス名としては，利用形態のブ

ロックで一致したキーワード p と両者の What ブロック

のキーワードを and 条件で記述する．Who ブロックの

合成サービスの識別子 GID=100 を生成する．最後に残

りのブロックのキーワードを，ブロック単位に or 条件で

格納する．

　並列型合成サービスは，サービスとしての起動順序が

ない．本稿では，CE(a)をグループの代表CEとし，個々

のCEの処理結果を取りまとめて，SRに返送するとする．

　生成した合成サービスの起動するために，が合成サー

ビスのグループ情報を生成する．表 2 にグループ情報の

概要を示す．グループ情報は，合成サービス名，合成サ

ービスの識別子 GID，合成サービスを構成する先頭の

CE(SP)の識別子 init. CEID，終端の CE(SP)の識別子

end CEIDから成る．

表2　合成サービスp(a, o)のグループ情報

合成サービス名 GID init. CEID end CEID

p(a, o) 100 1 2

　また，合成サービスを構成するメンバ CE(SP)の 2 項

間のメッセージ接続情報を個々の CE(SP)が生成する．

CE(a)が保持する接続情報を表3に示す．これは， GID，

自身 CE(SP)の前後に接続する from-to にあたる CE の

識別子 CEID の情報からなる．利用方法は，5.3 節と 5.4

節で説明する．

表3　CE(a)の接続情報

GID from CEID to CEID

100 なし 2

　合成サービスのサービス属性とグループ情報は，全て

のグループメンバのCE(SP)が保持する．

(7)CE(a)は CE(o)に対して，合成サービスが生成できた

とこと通知する．その際，合成サービスのサービス属性

図3と表2のグループ情報を通知する．

(8)CE(o)は，合成サービスのキーワードとグループ情報

を格納する．

　さらに，(6)の属性を持つCE(o)の接続情報を生成する．

表 4 に CE(o)の接続情報を示す．利用方法は，5.3 節と

5.4節で説明する．

表 4　CE(o)の接続情報

GID from CEID to CEID

100 1 なし

図2　並列型合成サービスの処理フロー

図3　CE(a)，CE(o)と合成サービス(group)

のサービス属性
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5555....2222....2222 直直直直列列列列型型型型合合合合成成成成ササササーーーービビビビスススス

　直列型合成サービスは，3 章の(2)で示したように，

CE(SP)の How のブロックの input/output のキーワー

ドとコンテンツや商品情報を提供する CE(SP)のキーワ

ードが一致すれば，サービスレベルで合成可能と判断す

る．

　サービスの合成条件としては，2 つの異なる CE(SP)ま

たは合成サービスにおいて，(一方の How ブロックの

input のキーワードと他方の Details ブロックのキーワー

ドが一致)，または(一方の How ブロックの output のキ

ーワードと他方のDetailsブロックのキーワードが一致)，

または(一方の How ブロックの output のキーワードと

他方の How ブロックの input のキーワードが一致)した

場合，サービス合成可能と判断する．

　例として，CE(α)が，サービスパートナ検索メッセー

ジをローカルエリア内に送信する場合の，サービス合成

方法の概要を以下に示す．

(1)CE(α)は， CE 生成者があらかじめ定めた契機に検

索メッセージを送信する．送信する検索メッセージには，

サービスパートナ CE に求めるブロック名と対応するキ

ーワードを格納する．ここでは，How ブロックの

input/output のキーワードを送信する．CE(α)は，図

4に示すサービス属性を保持しているとする．

(2)メッセージを受取った CE(β)や CE(γ)等の CE(SP)

は，それぞれ，CE(α)のメッセージ内に記された How

ブロックのキーワードと自身の How または Details ブ

ロックのキーワードを比較する．ここで，CE(β)は，図

4に示すサービス属性を保持しているとする．

(3)CE(β)は，CE(α)の output のキーワードと自身の

Detailsブロックのwが一致していることを検出する．

(4)CE(β)は，CE(α)に対し，自身の Details ブロックと

output が w で一致していることをメッセージで通知す

る．

(5)-CE(α)は，サービスレベルで合成可能と判断し，

CE(SP) bindingが可能か確認する．

(6)その結果，binding 可能ならばサービス合成可能と判

断し，CE(α)は合成サービスのサービス属性を生成する．

図4に合成サービス(group)のサービス属性を示す．

　What ブロックのサービス名には，両者の What ブロ

ックのキーワードを and 条件で記述する．Who ブロッ

クの合成サービスの識別子 GID=200 を生成する．How

ブロックの output のキーワードはなしとし，Details ブ

ロックに w を記述する．input のキーワードおよびその

他のキーワードは or 条件で格納する．最後に残りのブロ

ックのキーワードを，ブロック単位にor条件で格納する．

　合成サービスのサービス属性とグループ情報は，全て

のグループメンバのCE(SP)が保持する．

　生成した合成サービスの起動するために，合成サービ

スのグループ情報を生成する．表 5 にグループ情報の概

要を示す．また， CE(α)が保持する接続情報を表 6 に

示す．

表5　合成サービスα-βのグループ情報

合成サービス名 GID init. CEID end CEID

α-β 200 10 11

表６　CE(α)の接続情報

GID from CEID to CEID

200 なし 11

利用方法は，5.3節と5.4節で説明する．

　合成サービスのサービス属性とグループ情報は，全て

のグループメンバのCE(SP)が保持する．

(7) CE(α)は CE(β)に対して，合成サービスが生成でき

たとこと通知する．その際，図 4 の合成サービスのサー

ビス属性と表5のグループ情報を通知する．

(8)CE(β)は，合成サービスのサービス属性とグループ情

報を格納する．

　次に，CE(β)の接続情報を生成する．概要を表７に示

す．

表 7　CE(β)の接続情報

GID from CEID to CEID

200 10 なし

図4　CE(α)，CE(β)と合成サービス(group)

のサービス属性

5555....3333　　　　合合合合成成成成ササササーーーービビビビススススのののの実実実実行行行行

　合成サービスを起動する際は，表 2 や表 5 のグループ
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情報を使う．

　人間(SR)がサービス要求を送信する場合，合成サービ

ス名で指定する．合成サービス名を受け取った個々の

CE(SP)はグループ情報の init. CEID を見る．もし，そ

れが自身の CEID ならば，合成サービスの先頭なので，

合成サービスを起動する．init. CEID が自 CEID でなけ

れば，init. CEID に記載の CE(SP)に起動メッセージを

送信する．

　次に，先頭の CE(SP)で処理を実行したら，表 3 や表 6

接続情報の to CEID の記載の CE(SP)に，メッセージを

送信する．表 4 や表７のように，to CEID に CE(SP)の

データがない場合，合成サービスの終端とみなし，サー

ビス要求した SR に対し，CE(SR)を介してサービスを提

供する．この時点でサービス実行が終了したとみなす．

5555....4444　　　　合合合合成成成成ササササーーーービビビビススススのののの拡拡拡拡張張張張

　合成サービスの拡張は，構成する CE(SP)のグループ

を 1 つの CE(SP)とみなして，サービスパートナを検索

し，条件にあうパートナがいた場合，合成サービスの拡

張が可能と判断する．

　例として，合成サービスα-βと CE(o) 間での拡張を

示す．

　合成サービスα-βは，加工情報提供タイプなので，拡

張は直列型合成サービスと同様に行なう． 5.2.2 で示し

たように，合成サービスα-βと CE(o) 間でサービス属

性の比較を行う．図5にサービス属性を示す．

　合成サービスα-βの input のキーワードｖと CE(o)の

Details のキーワード v が一致したとする．よって，サ

ービスレベルで合成可能と判断し，CE(SP) binding の

可能性を確認し，問題なければ，サービス合成可能と判

断し，合成サービス o-α-βを生成する．合成サービス

のサービス属性は，CE(o) が生成する．

　次に，グループ情報と接続情報を生成する．図 6 に概

要を示す．

　表 5 の合成サービスα-βのグループ情報において，

合成サービスを構成する CE(SP)チェーンの先頭か終端

のいずれに CE(o)を接続すべきかについては CE(α)によ

って決まる．ここでは，CE(α)の入力として接続すると

する．合成サービス o-α-βのグループ情報は CE(o)が

生成する．

　CE(o)は，合成サービスの先頭なので，図 5 の合成サ

ービスの属性とグループ情報を合成サービスα-βに通知

する．この時，CE(o)は接続情報を生成する．

　合成サービスα-βの先頭 CE(α)は，CE(o)から送信

された合成サービスの属性とグループ情報を格納し，新

規に GID=300 の接続情報を生成する．次に，表６を使

って，CE(β)に，CE(o)から送信された合成サービスの

属性とグループ情報を送信する．受信した CE(β)は，こ

れらの情報を格納し，GID=300の接続情報を生成する．

　これで，合成サービスo-α-βへの拡張が完了する．

図５　合成サービスα-β,CE(o),

合成サービスo-α-βのサービス属性

図６　グループ情報と接続情報

5555....5555　　　　合合合合成成成成ササササーーーービビビビススススのののの妥妥妥妥当当当当性性性性のののの判判判判断断断断

　本提案方式は，サービス属性を用いて Ja-Net が自動

的にサービスを合成する．よって，生成した合成サービ

スが SR にとって有益であるかを判断するためのロジッ

クが必要となる．

　この判断には，SR のサービス要求を契機に，What ブ

ロックに格納してある合成サービスの名前で提案する．

本サービス名は，人間(SR)が合成サービスの内容を理解

できるので，そこでサービスを選択すれば有効であった

と判断できる．選択されなければ，無効なサービスであ

ったと判断し，合成サービスを削除する．

6666....　　　　考考考考察察察察

　本提案方式は，サービスをシステム自動で合成する際，

人間を介すことなく，無効な合成サービスを少なく生成

するために用いる．これは，サービスの利用形態やサー

ビスの組み合わせの順序性に着目して合成を実施したた

&

w

te, sdin:v

out：なし
GID=
200

α-β

vq, rpin/out：
なし

CEID
= 2

o

DetailsWho WhereWhenWhyHowWhat

Group

&,w,vt,q,re, s,pdIn/out：
なし

GID=
300

o-
α-β

DetailsWho WhereWhenWhyHowWhat

Group

CE(o)

CE(α) CE(β)CE(o)

Groupα-β
init
CE

end CE

Group o-α-β

from:なし
to :CE(α)

from:CE(o)
to :CE(β)

from:CE(α)
to :なし

GID=300



めである．

　本方式を既に研究されている[10][11]と組み合わせる

ことで，サービス合成の完全自動化が実現できる．

　本提案方式は，Ja-Net に対するサービスリクエストと

は非同期に実行するため，広域なサービス検索をしなく

とも，ローカルエリアにおける SR のサービスに対する

選択の幅が広がる．

　本方式は，曖昧なサービスリクエストに対して，利用

可能なサービスをリアルタイムに提案できるため，曖昧

なサービスリクエストを明確なサービスリクエストに変

えるための支援ができる．

　つまり，ローカルエリアにおける利用可能なサービス

の多様性の向上，リアルタイムなサービス提供が可能と

なるため，アシュアランス性向上につながる．

　本提案方式は，サービスのキーワードを元に新しいサ

ービスを生成することを目的としている．よって，適応

範囲として，ネットワークに複数の SP が参入するよう

な e-business に適している．また，新しいサービスや

商品，システムを考案する分野にもてきしている．しか

し，システムを制御するような分野においては，さらな

る改良が必要と考える．

7777....　　　　ままままととととめめめめ

　多種多様で莫大な数の CE(SP)が存在する Ja-Net 環境

において，ローカルエリアのサービス検索だけで，SR の

個別化する要求に対応するためのサービス合成の自動化

方式を提案した．これは， CE(SP)のサービス属性を

5W1H のフレームワークにしたがってキーワードを分類

し，分類したブロック単位にサービスが合成可能か否か

を判断する．もし，サービス属性レベルで合成可能と判

断したら，CE(SP) bindingが可能か判断する．

　Ja-Netでは，SRのサービスリクエストとは非同期に，

CE(SP)が自律的に合成タイミングをきめる．よって，SR

からリクエストが送信された時には，既にできている合

成サービスを提案できる．この際，人間が理解できるサ

ービス名が付いているため，SR はそれが自身にとって有

効か否かが判断し易い．

　本提案方式は，ローカルエリアにおける利用可能ナサ

ービスの柔軟な適応やリアルタイムなサービスの提案が

可能なため，アシュアランス性を向上できる．

　現在は，基本設計とサービスアプリケーションに対応

した合成サービス生成ロジックの設計を進めている．

　今後は，混合サービスの詳細検討や CE(SP) binding

についてさらに詳細設計を行なう．
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